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研究成果の概要（和文）：研究成果については第８２回日本衛生学会学術総会シンポジウム「双

子・三つ子を取り巻く育児環境と課題」で発表した。次に胎内環境の影響に関する結果を２つ

の論文「Fetal, Perinatal and Infant Death Rate , Concordance Rate and Prevalence for 

Hemorrage to co-twin in Japan」及び「Death from twin-twin Transfusion symdrom in Japan 

1995-2008」に公表した。また双生児の乳幼児死亡率を分析した論文「Infant mortality in 

singletons and twins according to risk factor, 1999-2008」を発表した。続いて言語獲得

や言語障害にも関連する口腔内の行動学的課題として双生児の夜間睡眠中の歯ぎしり行動につ

いてツインマザースクラブの協力で実施し成果を The 14th Scientific Meeting The Asian 

Academy of Craniomandibular Disorders にて発表した。研究成果は母子保健事業団発行の小

冊子「ふたごの子育て：多胎の赤ちゃんとその家族のために」にて一般社会に公開された。 

 

研究成果の概要（英文）：Research results of this study was published in several research 
papers for preventing the special language “Twin Language” in order to promote the 
healthy child development. Those research papers were: “ Fetal, Perinatal and Infant 
Death Rates, Concordance Rate and Prevalence for Hemorrage to twin-twin in Japan” ,and 
“Death from twin-twin transfusion symdrom in Japan 1995-2008”, in addition to the paper 
“ Infant mortality in singletons and twins according to risk factor, 1999-2008”. Besides 
those research paper,   useful results were presented at The 14th Scientific Meeting  The 
Asian Academy of Craniomandibular Disorders as “ Preliminary evaluation of genetic and 
environmental factors involved in sleeping bruxism in twins”. These research result were 
published in a booklet” Childbearing of twin babies: for the family of multiple birth 
babies”   
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１． 研究開始当初の背景 
 「人間の幼児が、どのようにして言語を習
得してゆくのか？」は人間の発達を対象にす
る学術分野では非常に重要な課題であるが、
未解明な問題となっている。人間が乳幼児期
の生後数年にしてこの高い言語能力を獲得
することは真に驚きである。双生児の場合、
生まれてから常に一緒にいることから２人
のみで通じる独自の言語（宇宙語）を作り上
げてしまい、日本語の修得に障害が生じるこ
とがある。この宇宙語現象は、人間の言語の
成り立ちの原点とも考えられるが、この現象
を学術的に研究した報告は海外でも見られ
ない。Twin language 現象の解明は、言語学
的に学術上の大きなブレークスルーとなり
得る貴重な現象であるとともに双子育児上
の解決すべき大きな社会問題となっている。 
 当研究者らは、1991 年に「関西ふたご研究
会」を設立し、急増している多胎児を出産し
た家族への育児支援活動を展開しているが、
双子の母親より「言葉の遅れ」に関する相談
が非常に多い。言葉の遅れに悩む家族の相談
は、保健所でも目立って増えてきたものの、
既存の知識では育児指導が困難なことから、
悩む家族の相談にあたる保健師も非常に苦
慮している現状にある。双子の言葉の遅れの
原因になっている Twin Language 現象の発生
機序を解明することにより、現象そのものの
発生を未然に防ぎ、乳幼児の健やかな言語発
達を促すことは社会的にも急務の課題とな
っている。 
 
２．研究の目的 
 乳幼児期の双生児の場合、生まれてから常
に一緒にいることから２人の間のみで通じ
る独自の言語（twin language, 宇宙語）を
作り上げてしまい、日本語の修得に障害が生
じることがある。本研究は、宇宙語現象の発
生機序を解明するとともに、双子育児上の言
語の遅れを予防するための育児指導指針を
作成し、双子出産家族のファミリーケアの向
上を目的にしている。 
 
３．研究の方法 
 かねてより調査協力を得ているツインマ
ザースクラブ会員を対象に調査を実施し、宇
宙語現象が見られる双生児を抽出した。続い
て宇宙語現象が見られた双生児家庭につい
て郵送質問紙調査および家庭訪問調査を実
施し、調査項目チェックリストを用いて育児
環境データを収集し、宇宙語が最初に見られ
た時の状況、発生言語、双生児ペア内での兄
弟姉妹関係、日本語の修得水準、言語の遅れ
の程度等に関する詳細なデータを収集した。
更に家庭訪問調査時に双生児の親に依頼し
て宇宙語現象の発生時にビデオ・テープレコ

ーダーを用いて収集した音声記録データを
分析した。宇宙語現象発生に関与する具体的
な家庭環境要因の抽出を行った。 
 
４．研究成果 
本研究により得られたデータ解析結果と

研究成果は国際的な学術雑誌に発表した英
語論文４編及び国際学会発表２報、国内学会
シンポジウム１報である。 
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